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ご挨拶

総合研究開発機構
理事長 伊藤 元重

総合研究開発機構（ＮＩＲＡ）は、2007年11月29日に財団法人に組織変
更し 新たな体制でスタ トいたしました更し、新たな体制でスタートいたしました。

新生ＮＩＲＡの使命は、認可法人ＮＩＲＡの目的を継承するとともに、事業
については「国・地域にとって中長期的に重要となる公益性・政策性の高
い業際的・先駆的課題の研究に特化する。（平成１７年閣議決定）」ことと
されていますされています。

新生ＮＩＲＡは、「地域の課題」を研究活動の主要な柱として取り上げ、
地域における研究ニーズを積極的に取り入れ、地方公共団体のご協力
をいただいて、より実践的な研究を行い地域に貢献して参る所存です。
このためには 地域が抱える政策課題 研究 ズについて 地方公共このためには、地域が抱える政策課題、研究ニーズについて、地方公共
団体や地域の大学、シンクタンクなどから意見を伺って研究に取り組む
とともに、地域の政策課題の核心を政府や国会などに情報発信する地
域の“ハブ”として、お役にたちたいと考えています。

地方公共団体の皆様には これまでのご支援に心より感謝申し上げま地方公共団体の皆様には、これまでのご支援に心より感謝申し上げま
すとともに、引き続き新生ＮＩＲＡの活動にご協力頂けますようお願い申し
上げます。



新生ＮＩＲＡの事業新生ＮＩＲＡの事業

●「地方の声」・地域研究のハブとして

地域にと て 地域間の連携を図り 地域が訴えたい政策的問題意識を整理地域にとって、 地域間の連携を図り、地域が訴えたい政策的問題意識を整理
し「地方の声」として主要な政府関係者や専門家（マスコミを含む）へ情報発信を
行い、また適切な助言が得られる “知のネットワークの結節点（ハブ）”として、
シンクタンクの存在が重要となっているといえます。
新生ＮＩＲＡは、こうした要請に応え得るチャネルを持つシンクタンクとして、地域
と連携を図りながら、政策提言や政策分析を発信してまいります。

○地域活性化へ向けた政策提言
地域の課題、ニーズを踏まえた実践的な研究を目指します。

・『地域におけるインバウンド観光マーケティング戦略』：各県のご要望の多かった観光政策を実践的に実
施するためのマニュアルをまとめ、公表しました（2007年7月）。

・『地方再生へのシナリオー人口減少への政策対応』： 人口減少は地域の経済社会環境に重大な影響を

及ぼすと想定されることから、人口減少時代の地域の未来図を描くとともに、人口減少を克服するための地域
政策のあり方について提言をまとめ、公表しました（2008年4月）。表

○政策レビューや対談シリーズ
地域に関する課題では、活性化策などの政策課題や地域社会経済との関わりが深い農業、

政策などを取り上げ、地域政策担当者が実務の参考にできるものを目指します。

・政策レビューでは、「地方財政の課題」（No.9）、「都市の活性化がもたらす商業の発展」（No.11）、 「農業国
際化への視点」（No.16）、「地方債発行に市場規律を」（No.27）、「食料問題と日本農業」（No.32）などを特集し際化 の視点」（No.16）、 地方債発行に市場規律を」（No.27）、 食料問題と日本農業」（No.32）などを特集し
ました。

・対談シリーズでは、「地域再生と創造都市」（第21回）、「分権化時代の自治体経営」（第26回）、「人口減少社
会における地方都市の現状と再生の道」（第32回）、「日本の食と農：新局面と政策課題」（第34回）、「生産と消
費の新しい関係に挑む『和郷園』の取り組み」（第40回）などにおいて、実務家、専門家から問題解決のコツを
伊藤理事長が引き出しています。

●４００プロジェクトの地域研究の実績
NIRAは、1974年の設立来1,000件を越える研究プロジェクトを実施しましたが、
地域の政策課題を取り上げた研究プロジェクトは、約４００（約4割）に上っていま
す。これらの研究成果は地域の行政にとって貴重なデータベースです。必要な
時に必要なものが入手できるよう体制を整備しています。



新生ＮＩＲＡの地域研究のすがた新生ＮＩＲＡの地域研究のすがた

・大学、研究機関、

＜三位一体のハブ機能を果たしていきます＞
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新生NIRA
研究テーマ、政策レビューなど研究テーマ、政策レビューなど

中央政府・国会

研究、政策レビュー
対談など

○新生NIRAは地方公共団体、大学等の専門家、中央政府のハブとして積
極的に貢献していきます。

○地域の意見、ニーズを意見交換、アンケートなどできめ細かく把握してい
きます。

○研究成果は各界に分かり易く発信していきます○研究成果は各界に分かり易く発信していきます。



会員特典会員特典

１．研究報告
自主出版物（年5 6冊発行） 4部無料・自主出版物（年5～6冊発行）： 4部無料、

それ以上はCD-ROM 1部割引
・過去の報告書（自主、委託）※： ＣＤ-ＲＯＭ 5割引
・過去の報告書（助成研究）※ ： ＣＤ－ＲＯＭ 5割引

２ 政策に関する機動的な情報等２．政策に関する機動的な情報等
・政策レビュー（政策課題の論点整理と考察。年間 ６ 件程度発行）：

4部無料
・対談シリーズ（各界で活躍するゲストとの対談を通じ政策課題の核心

を示すもの。年 ６ 回程度,ホームページにＰＤＦで掲載）： 各4部無料
・モノグラフ（特定テ マの分析論文 年5 6冊発行）： 4部無料・モノグラフ（特定テーマの分析論文。年5～6冊発行）： 4部無料

３．特別講演会 無料ご招待

※ 著作権の関係でサービスをご提供できない場合があります。
※ ご提供の内容が変更する場合があります。



会費会費

●会費●会費

年会費1口25万円、4口（100万円）以上のご加入
をお願いいたします。

なお、1,000万円以上の金額にてご寄付・ご出捐を
頂戴いたしました自治体には、特別会員として、会
員同様のサービスを毎年継続してご提供いたしま
すす。

○平成22年度会費納入期間 平成22年4月～6月
この間に、年度会費の納入をお願いいたします。



新生ＮＩＲＡの組織新生ＮＩＲＡの組織

財団法人総合研究開発機構の組織

評議員会

理 事 会

研究評価委員会

監 事

研究評価委員会

研究調査部 総括管理部
総務課
研究業務課

事 務 局 長

●正味財産 １１４億円程度

研究業務課

お問い合せ先

財団法人 総合研究開発機構

賛助会員事務局賛助会員事務局

℡ 03-5448-1737
〒150-6034 東京都渋谷区恵比寿4-20-3 

恵比寿ガーデンプレイスタワー34階


